
大牟田市立手鎌小学校 

  
 

１ 学習に取り組んでいる主な分野 

□生物多様性 □海洋 □防災・減災 □気候変動 

□エネルギー ☑環境 ☑文化多様性 ☑世界遺産・文化財 

□国際理解 □平和 □人権 □ジェンダー平等 

□福祉 ☑生産と消費 ☑その他（ 食育           ） 

 

２ ユネスコスクールとしての活動の概要 

本校は、「大地に生きる手鎌 わたしたちがつな

ぐ農業と食文化」を活動テーマとして、ＥＳＤを健

康で生きがいのあるくらしとまちづくりのための

教育と捉え、ＥＳＤの実践を通して、地域を愛し、

地域のために共に行動する力の育成を目標とした。 

具体的には、地域とのかかわりを深める体験活動

を柱に、①地域の食文化体験にかかわる活動、②地

域とつながる農業体験にかかわる活動、③食への関

心と健康な生活にかかわる活動を行った。  

 

３ 特徴的な活動事例の紹介 

○ 地域の食文化体験に係わる活動 

「黒崎串だご」は、干拓の仕事や農作業の合間に食

べられていた食べ物である。串だごの団子の原料であ

る米を作るために地域の方に指導してもらいながら

６月に田植え１０月に稲刈りを行った。１１月の串だ

ごづくりには多くの地域の方が来校され、大切に守り

継がれてきたことや伝統的な作り方を教えてもらっ

た。できた串だごを、これまで米作りや串だご作りで

お世話になった方々と一緒に食べ、感謝の気持ちを表

した。これらの体験を通して、子どもたちは、自分た

ちがこの食文化の伝統を守り継いでいかなければな

らないと考え、串だごとその背景にある干拓の歴史と

農業の発達も含めながら人々に広く知らせようと、串

だごの作り方やその由来についてまとめて掲示し、学

んだことを発信した。  



○ 地域とつながる農業体験に係わる活動 

３年生の子どもたちは、地域の方と共同農園で育て

た野菜をお世話になっている方々に食べてもらいた

いと考え、「子ども朝市」を開いた。子どもたちは自分

たちが作った野菜を丁寧に新聞紙に包んだり、野菜の

説明を地域の方にしたりした。子ども朝市は、学校と

地域との交流を深める活動として、平成２９年度から

始まり、様々な学年の子どもたちが行うように計画し

ている。  

○ 食への関心と健康な生活に係わる活動 

学級活動、体育科（保健）、家庭科において食に関す

る指導内容である６つの視点を６学年で系統的に位

置付け、各学年の児童の実態に応じて指導内容を工夫

して子どもたちが食物の働きを理解し、食品を選択す

る力や食生活を改善する力を身に付け、学んだことを

健康な生活づくりに生かしていこうとする実践意欲

をもつことができるようにした。  

 

３ 今後の活動計画 

「大地に生きる手鎌 わたしたちがつなぐ農業と食文化」を活動テーマとして、ＥＳＤ

を健康で生きがいのあるくらしとまちづくりのための教育と捉え、ＥＳＤの実践を通し

て、地域を愛し、地域のために共に行動する力の育成を目指す。 

① 地域とつながる体験活動の継続 

食育を中心としたより多くの地域の「ひと・もの・こと」とつながっていくための

「地域ひと・もの・ことリスト」の作成・整理や学校と地域との交流を深める場を設

ける。 

② 伝統を受け継ぎ、広めるための情報の発信 

地域の伝統について体験したこと、知ったことを子どもたちが主体的に情報発信す

る場を計画的に設定し、ユネスコスクールとしての活動の意義や価値を人々に広げて

いく。 

③ 地域と連携・協働したカリキュラム作りの見直し 

本年度までの実践を振り返り、地域と連携・協働したカリキュラム作りの見直しを

行い、総合的・横断的な単元構成になるよう、生活科、家庭科、体育科等との関連を

図っていく。また、食への関心と健康な生活に係わる活動については、６年間で身に

付けさせたい指導内容を学年ごとに明確にして、系統性のあるカリキュラムになるよ

うにする。 

 


